
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

　本事後評価シートをホームページで公表する。

　施設整備計画の目標を達成することができた。引き続き、児童生徒の安全・安心を確保し適切な
教育環境を提供するため、計画的な整備に努めていく。

　令和5年11月に本市において事後評価を実施した。

　安全性及び耐久性を確保する為、老朽化した体育館の大規模改修工事を目標どおり実施した。



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

　快適な教育環境を提供するため、エアコン設置工事を目標どおり実施した。
　特別な支援を要する生徒の増加に伴い、中学校に通級指導教室を開設するため、教室改修工
事を目標どおり実施した。

　校舎、体育館等の老朽化に伴い、外壁・天井照明等の改修工事を目標どおり実施した。
　老朽化したトイレ環境を改善するため、体育館等のトイレ改修工事を目標どおり実施した。
　建築基準法の改正により必要となった改修工事を目標どおり実施した。
　消防法に適合させるため、消防用設備の改修工事を目標どおり実施した。
　下水道法に適合させるため、公共下水道接続工事を目標どおり実施した。


